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§１ はじめに 

2000年4月の住宅性能表示制度施行以降、居住者が住宅

性能を比較することや、レベル設定等に関与することが

可能になりつつある。しかし住宅の性能種類は数多く、

現在の性能表示項目もその一部に過ぎない。またこれら

の表示項目自体が居住者の期待する性能項目とは限らず、

住宅性能表示制度利用者の大部分が現状の住宅性能表示

制度に不足項目があると認識しているという結果 1）もあ

る。そこで本報では住宅性能のあり方の提案を最終目的

として、居住者が住宅を選定する際に重視する性能に関

する既往調査の結果を整理・分類し、現状を把握する。 

§２ 調査方法 
1990年以降に実施された既往調査から、住宅を選定す

る際の重視項目について居住者に質問した60調査を分析

対象とした。その１では現状の住宅性能表示制度におけ

る性能表示項目の位置づけを明らかにするため、それら

の項目を含む42調査1-35）について分析した。 
§３ 結果および考察 

住宅性能表示項目の重視度合の順位を表１に示す。各

欄の数値は｢優先順位／質問項目総数｣を示す。なお、住

宅性能表示制度の性能項目は大枠9項目と29の詳細項目が

使用されているため、本報ではこれらの項目で比較した。 

『構造の安定』は全体的に重視度合が高い。詳細項目

では｢基礎･地盤の安全性｣の重視順位が高く、｢耐風性｣

｢耐雪性｣は低い。これは調査対象が関東近県のものが多

いことも要因と考えられる。『火災時の安全性』では詳細

項目｢耐火性｣｢避難安全性｣の優先順位は中程度であるが、

｢火災時の安全性｣の重視順位は若干高い。『劣化の軽減』

では｢構造部材の安全性｣｢寿命の長さ｣の重視順位が高い

が、他は中程度である。また『維持管理への配慮』は全

体的に重視度合が低い結果であった。 
『温熱環境』には「結露防止」など重視度合の高い項

目もあるが全体的に重視順位が低く、｢設備の省ｴﾈﾙｷﾞｰ

性｣｢自然環境の利用｣も中程度と比較的重視されていない。

｢空気環境｣は｢ｱﾚﾙｷﾞｰ源の少なさ｣がやや低順位だが、他

はいずれも重視順位が高く、ホルムアルデヒドを含む室

内の空気環境に関する意識は高いことがわかる。 
『光・視環境』では｢日当たりのよさ｣の重視順位は非

常に高く、全体でも最も重視度合が高い項目である。『音

環境』は重視度1位から低順位の調査まであり、ばらつき

が大きい。これは音を外部騒音、内部騒音、上下階の音

などの何をイメージしたかの違いによると考えられる。

また『高齢者への配慮』は比較的重視順位が低いが、こ

れは回答者の属性が比較的若い層を対象としたものが多

いことによる影響も要因の一部であろう。 

なお文献１と５ｂは住宅性能表示制度内の項目のみを

選択肢にあげた調査である。両調査共に重視順位の高い

性能は『空気環境』となった。文献１は住宅性能表示制

度を実際に利用した人を対象とした調査で、文献５ｂは

今後住宅購入予定者を対象とした調査という違いもある

が、前者は 1 位が『音環境』、2 位が『光・視環境』とな

り、後者は『構造の安定』が 1 位になっている。 

これらの結果より、現状の性能表示項目では『音環境』

『維持管理対策』の意識が薄く、｢基礎・地盤の安定性｣

｢構造部材の安全性｣｢寿命の長さ｣｢ホルムアルデヒド対

策｣｢日当たりの良さ｣に対する意識が高いことがわかる。

なお扱った調査結果には地域性の影響や対象世代の影響

も含まれる傾向があり、結果として同じ項目でも重視度

合の高い項目と低い項目の混在もみられた。 

§４ おわりに 
本報では住宅性能のあり方を分析するため、居住者の

住宅選定時における住宅性能の重視度合について住宅性

能表示制度の使用項目に着目した分析を行った。次報で

は住宅性能表示制度以外の性能項目も含めた重視度合の

分析と、対象・時期、住宅種別等による分析を行う。 
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